

科目名称：基礎セミナー
課題の調査・討論・発表

シ　ラ　バ　ス

山口大学工学部機能材料工学科
	開講年次
	開講曜日
	開講時限
	必修・選択
	単位数
	担当者

	１年　前期
	木曜日
	12:50－14:20
	必修
	２
	機能材料工学科
松浦、中山、栗巣、大島


　　　　　　　　　

科目概要：

情報化社会において「ものづくり」にたずさわるエンジニアとして巣立つためには、自分の考えていることを誤りなく相手に伝えられること、および相手が伝えたいことを理解できること、が必要である。この授業では、このようなコミュニケーションの基礎的事項（発表能力、日本語論述、数値的理解・表現）について学ぶ。
後半の７回では、日本および世界における自然・環境・エネルギーなどの諸事情に関する種々の問題の中から一つの課題を抽出し、情報収集・調査・分析ならびに問題解決のための対策についてグループ討議を行う。グループ討議を通じてチームワーク力、コミュニケーション力を身につける。調査・討議の結果はパソコンを利用してデータを整理し、最後に全体発表を行う。パソコンによる編集作業を通じてパソコンの利用方法を身につけるとともに、判りやすく説明するためのプレゼンテーション能力の向上を目指す。
他科目との関係

本科目は工学専門科目の基本となる科目である。
学習目標（科目全般）：
本科目の目標を以下に示す。これらの事項について説明できる、もしくは実践力を修得すれば、この科目の目指す学習目標に到達したと考えられる。
(1)日本語による文章表現方法の基本を身に付ける。

(2)自分の意見を口頭で発表する方法を体得する。

(3)数値データを表現する方法を身に付ける。

(4)与えられた課題について資料を収集しまとめる方法を知る。

(5)パソコンを使用して口頭発表する方法を体得する。
対象とする学習参加者：

工学部機能材料工学科 初年次　（全員を受講の対象とする）
学習テーマ
基本題目　：　環境・エネルギーと技術

基礎知識と背景　：　環境・エネルギーと技術に関する一般的な基礎知識と背景について、ＮＨＫ特集「地球白書」をみて学習する。
学習方法：

グループ討議型の学習　：　クラスが４人の班(10班)に分かれ、それぞれの班が決めた題目について、資料を収集し、その班で討議する。調査並びに討議した結果を整理し、発表する。

グループと調査　：　課題に関する調査は、インターネットを通じて情報の収集を行う。資料の整理ならびにプレゼンテーション用の資料の作成は、パワーポイントで行う。

テーマ　：　現代社会を取り巻く問題であるエネルギー問題または環境問題から適当な課題を選び、Webで調査して資料を収集し、まとめ、その結果を発表する。

このテーマに関する詳細課題：

廃棄物とリサイクル

大気汚染
新エネルギーの開発

環境とエネルギー

地球資源とエネルギー
地球温暖化
環境保全対策

水質・海洋汚染

など

発表形式　：　Power Pointを用いて発表、Power pointで発表資料を作成
～重要！～

発表資料に用いた図表は必ずその引用元（本の名前、サイト名またはそのURLなど）を明記すること。
成績の評定

プレゼンテーションの内容と発表態度を基に成績評価を行う。それぞれの占める比率は、
· 出　　　　席
皆出席をもって成績評価の対象とする。欠席があった場合は、成績評価の対象としない。ただし、出席点は成績評価点としてカウントしない。
· 教員評価点
50％　（注１）

· 相互評価点
50％　（注２）
· 成績評価点
教員評価と相互評価をあわせて、後半における評価点とする。前半評価点と後半評価点を合わせて100点満点換算し、基礎セミナー科目としての成績評価点とする。６０点以上が合格であり、成績ランクは優（100～80点）、良（79～70点）、可（69～60点）の三段階である。

· 成績評価の対象
下記の『３．　調査研究結果　１人につき２頁　（成績評価対象）』とする。

（注１）　
教員による評価点は最大５０％とする。
（注2） お互いに、説明力、論理力、資料整理力、プレゼンテーション力を三段階で評価する。

プレゼンテーションの概要
発表時間　　１５分　（プレゼンテーション１２分、質疑応答３分）

１．　表紙　
表題、日時、所属、学生番号と氏名（グループ全員）
２．　課題の説明　　　グループで一枚

３．　調査研究結果　１人につき２頁　（成績評価対象）

４．　まとめ
プレゼンテーションの要点
発表における注意点、必要なことをまとめておきますので聞く人に理解しやすい良い発表になるよう参考にして下さい。

（１）発表の基本的事項

· 話すよりも見せる。

相手の目と耳に同時に訴えることで、口頭のみの発表より変化に富む面白い発表が可能になります。

· 具体的に例を示す。

抽象的な話では相手に伝えたいことが伝わりません。そこで、具体例を示してから一般的な話へと進めていきます。

· 相手に伝えたい要点を明確にする。

上の２つのことが守れたとしても、発表する側が発表の要点を分かっていなければ決して相手も理解できません。発表資料を準備する際に何が一番大切で、何を強調すべきなのかをよく考えて下さい。

（２）発表の流れ

発表というのは基本的に次の手順で進められます。

1.　緒言、タイトル、問題提起など

2.　話題の展開（結論に収束するように内容を考える）

3.　結論

4.　質疑応答

　　　この発表会では発表時間(1～3)を10分、質疑応答の時間を5～8分で考えています。発表時間内で各班の発表が収まるよう発表の流れを考えること。発表だけではなく、質疑応答の内容、参加も評価の対象とします。

（３）発表資料について

　　発表資料を用いることで（２）に書いた1～3の要点、流れをはっきりさせることができます。

　　発表会までに皆さんにPower Pointを使ってビジュアル的に相手に訴える発表資料を作ってもらいます。発表資料の作成法の例を以下に示します。


　　１：緒言

· タイトル、サブタイトルを分かりやすくシートの上部に書く。

· 発表班名、班を構成する全員の名前を書く。

· 発表内容についての問題提起および発表の目的・狙いをはっきりさせ、要点を記述する。（もちろん図表を使ってもよい）



２：話題の展開

· 各班でインターネット、文献などで調べてきた内容、図表、キーワードなどをまとめて、いくつかの結論へのつながりを持たせ、発表の順番を考えていく。

· 発表の順番に基づいて、数枚のシートを作成する。

· シートごとに話題の要点になる図表、フローチャート（流れ図）、キーワードなどを見やすいようにアレンジする。

３：結論

· ここまで発表したことがどのような結論にたどりつくのかをまとめる。

· 結論はできるだけ箇条書きとし項目1つに対して単文1つを心がける。

（４）発表原稿について

　　各々の発表シートに対応する発表原稿も作成しますが、次の点に注意して下さい。

· 要点を的確に説明し、言葉や要点の羅列にならないようにする。

· 各班に与えられる発表時間から各々の発表シートに使える時間（ペース配分）を考える。シート１枚につき１分程度が目安です。

· 普段の話し言葉を使ってゆっくりと大きな声で話す。（その方が聞いていて分かりやすい）

· 発表で必要な物を用意する際、資料（シート）を先に作り、それに合わせた発表原稿を作っていきます。発表原稿の作成は最後に行って下さい。発表前には持ち時間丁度になるように発表原稿の調整と発表練習を十分に行って下さい。

· 極力、原稿を見ないで発表するよう心がけて下さい。

（５）その他

　　今回の発表における各班の構成員の役割分担をはっきりさせること。そして、各自担当するところを決めて、最後まで責任をもつこと。

（６）最終レポート

　　発表が終了した班は、その次の週の基礎セミナーの時間に各自レポートを提出してもらいます。ただし基礎セミナー最終回に発表する班は教務係に提出して下さい。

　　レポートの内容

· 自分の班の発表内容の説明。（発表の概要だけではなく、都合により未発表の部分があればその内容を分かりやすく）

· 班の中の自分の役割について詳しく説明する。（発表会で関与した内容についても）

· 与えられたテーマの調査、発表の準備、実際の発表を通しての感想、特に興味を持ったこと、考えたこと。

· 他の班の発表や発表の仕方などについての感想、興味を持ったこと、考えたこと

· 後半の授業の率直な感想、「基礎セミナー」への意見、提案など。（来年度の参考にさせてもらいます）

≪注意！≫

　レポートは自分が読む物ではなく、相手が読む物であることを忘れないこと。体裁・内容がそのまま自分自身の評価につながることを忘れないで下さい。

授業の日程：
	８回目
	課題（環境と技術）の説明と、発表方法の説明

	開講日
	６月９日

	学習目標
	· 課題（環境と技術）の説明
ＮＨＫ特集「地球白書　第５巻」
· 発表方法の説明
グループ訳、研究テーマ決め
· 成績の評価方法について説明する。

· Windowsのアップデート　（宿題）

	事前配布教材
	· なし

	キーワード
	· 自然、環境、エネルギー、情報コンセント、インターネット


	９回目
	課題の調査・討論・発表（１）：発表方法の説明、調査方法の手引き

	開講日
	６月１６日

	学習目標
	· パソコンの情報コンセント接続の復習
· グループリーダーの選出

· グループ名の決定

· グループリーダーに対して、作業報告書の作成と提出に関して説明する。
（作業報告書の書式を用意する）

· 調査・研究テーマの詳細検討と役割分担
· 調査方法の手引き

	事前配布教材
	· なし

	キーワード
	· インターネット、パワーポイント


	１０回目
	課題の調査・討論・発表（２）：課題調査と発表準備

	開講日
	６月２３日

	学習目標
	· 課題調査

· 情報の収集とデータ整理

· パワーポイントによる資料づくりの手引き

	事前配布教材
	· 

	キーワード
	· インターネット調査、パワーポイントによる資料整理


	１１回目
	課題の調査・討論・発表（３）：課題調査と発表準備

	開講日
	６月３０日

	学習目標
	· 課題調査
· 情報の収集とデータ整理

	事前配布教材
	· なし

	キーワード
	· インターネット調査、パワーポイントによる資料整理


	１２回目
	課題の調査・討論・発表（４）：発表準備と予行練習

	開講日
	７月７日

	学習目標
	· 発表の予行練習
· データの再整理の検討

· プレゼンテーションの練習

	事前配布教材
	· 

	キーワード
	· パワーポイントによる資料整理、発表練習


	１３回目
	課題の調査・討論・発表（５）：成果物提出、発表と質疑応答

	開講日
	７月１４日

	学習目標
	· 成果物ファイルの提出（全グループ）
· 発表　５グループ

	事前配布教材
	· なし

	キーワード
	· プレゼンテーション、相互評価


	１４回目
	課題の調査・討論・発表（６）：発表と質疑応答

	開講日
	７月２１日

	学習目標
	· 発表　５グループ

	事前配布教材
	· なし

	キーワード
	· プレゼンテーション、相互評価


	平成１７年度　基礎セミナー　進捗レポート
	2005年　　　月　　　日

	グループ名
	
	リーダー
	

	学籍番号
	
	氏　名
	

	役割分担
	

	
	作業１
	作業２
	作業３

	今週の目標
	
	
	

	授業中にできたこと

CF

・～について、何処のサイトを参考にして、カクカクシカジカの調査を行った。

～について、グループメンバーの誰々と議論を行って、次に示すような新たな問題点を認識した。


	
	
	

	積み残した課題
	
	
	

	来週の目標
	
	
	




	平成１７年度　基礎セミナー　進捗レポート
	2005年　　　月　　　日

	グループ名
	
	リーダー
	

	学籍番号
	
	氏　名
	

	役割分担
	

	
	作業１
	作業２
	作業３

	今週の目標
	
	
	

	授業中にできたこと

CF

・～について、何処のサイトを参考にして、カクカクシカジカの調査を行った。

～について、グループメンバーの誰々と議論を行って、次に示すような新たな問題点を認識した。


	
	
	

	積み残した課題
	
	
	

	来週の目標
	
	
	


	平成１７年度　基礎セミナー　進捗レポート
	2005年　　　月　　　日

	グループ名
	
	リーダー
	

	学籍番号
	
	氏　名
	

	役割分担
	

	
	作業１
	作業２
	作業３

	今週の目標
	
	
	

	授業中にできたこと

CF

・～について、何処のサイトを参考にして、カクカクシカジカの調査を行った。

～について、グループメンバーの誰々と議論を行って、次に示すような新たな問題点を認識した。


	
	
	

	積み残した課題
	
	
	

	来週の目標
	
	
	


	平成１７年度　基礎セミナー　進捗レポート
	2005年　　　月　　　日

	グループ名
	
	リーダー
	

	学籍番号
	
	氏　名
	

	役割分担
	

	
	作業１
	作業２
	作業３

	今週の目標
	
	
	

	授業中にできたこと

CF

・～について、何処のサイトを参考にして、カクカクシカジカの調査を行った。

～について、グループメンバーの誰々と議論を行って、次に示すような新たな問題点を認識した。


	
	
	

	積み残した課題
	
	
	

	来週の目標
	
	
	


	平成１７年度　基礎セミナー　進捗レポート
	2005年　　　月　　　日

	グループ名
	
	リーダー
	

	学籍番号
	
	氏　名
	

	役割分担
	

	
	作業１
	作業２
	作業３

	今週の目標
	
	
	

	授業中にできたこと

CF

・～について、何処のサイトを参考にして、カクカクシカジカの調査を行った。

～について、グループメンバーの誰々と議論を行って、次に示すような新たな問題点を認識した。


	
	
	

	積み残した課題
	
	
	

	来週の目標
	
	
	


	平成１７年度　基礎セミナー　進捗レポート
	2005年　　　月　　　日

	グループ名
	
	リーダー
	

	学籍番号
	
	氏　名
	

	役割分担
	

	
	作業１
	作業２
	作業３

	今週の目標
	
	
	

	授業中にできたこと

CF

・～について、何処のサイトを参考にして、カクカクシカジカの調査を行った。

～について、グループメンバーの誰々と議論を行って、次に示すような新たな問題点を認識した。


	
	
	

	積み残した課題
	
	
	

	来週の目標
	
	
	


	平成１７年度　基礎セミナー　進捗レポート
	2005年　　　月　　　日

	グループ名
	
	リーダー
	

	学籍番号
	
	氏　名
	

	役割分担
	

	
	作業１
	作業２
	作業３

	今週の目標
	
	
	

	授業中にできたこと

CF

・～について、何処のサイトを参考にして、カクカクシカジカの調査を行った。

～について、グループメンバーの誰々と議論を行って、次に示すような新たな問題点を認識した。


	
	
	

	積み残した課題
	
	
	

	来週の目標
	
	
	


	平成１７年度　基礎セミナー　進捗レポート
	2005年　　　月　　　日

	グループ名
	
	リーダー
	

	学籍番号
	
	氏　名
	

	役割分担
	

	
	作業１
	作業２
	作業３

	今週の目標
	
	
	

	授業中にできたこと

CF

・～について、何処のサイトを参考にして、カクカクシカジカの調査を行った。

～について、グループメンバーの誰々と議論を行って、次に示すような新たな問題点を認識した。


	
	
	

	積み残した課題
	
	
	

	来週の目標
	
	
	























PAGE  

1
Copyright　©　2005　Yamaguchi University　

